





2011 年 4 月より活動を始めた福島乳幼児妊


































































































2011 年 4 月、阪本公美子准教授を代表にボ
ランティア団体の FnnnP 栃木が立ち上がり、
同時に学生ボランティア団体の FnnnP Jr. が活










































































































2011 年 3 月、「専業主婦」の傍ら所属してい
た宇都宮大学大学院を修了する間際に東日本大
震災が発生し、その 1 年後に筆者は FSP のス
タッフとなった。十数年に及ぶ「専業主婦」だっ
た女性が仕事復帰し、周囲にご迷惑をおかけし
ながらも様々な立場の方に関わり続けられたの
176
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は、FSP メンバーの寛容さのおかげだと思って
いる。
4 年間を振り返ると、福島原発事故は日本
だけでなく世界の「歴史」に残さなければな
らない災害であると強く思う。FSP の活動で
は、その「歴史」になる以前の、時の積み重
ねの真っただ中にいるという初めての感覚を
味わった。できることならば、未来でのより
正確な「歴史」ために全てのことを残したい
ところだが、私個人では能力的にも現実的に
も不可能なことが多すぎる。この「残せな
い」ことの膨大さを常々痛感している。その
ことにも配慮しつつ、子どもたちの未来はど
うあるべきか、多分野の識者による研究が進
むことを期待したい。そして何よりも、原
発震災被災者の皆さまの生活がより改善され、
安心して子どもを育てられる環境になることを
切に願っている。栃木避難者母の会のメンバー
の方がよく言われる「長生きして、みんなで福
島第一原発の廃炉を見よう」という言葉の通
り、その日が来ることを皆さんと共に待ち続け
ていたい。
